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homozygous-res王SlanHypcs. BuHhemost王n-

terestingpointofalHsthatinoneofthetln･

sprayedareas.0.04% ofthemosquitoeswereof

thehy!}ridtype,andinanotheras manyas6%

oftheindividualswereheterozygollSfortheresis-

tantgene.
/

TlmSweseethatindividualscarryingthegenes

forresistancea一readyexistedinNorthernNigeria

beforedieldrinarrivedonthescenein1954. By

kil】ingonlythesusceptiblegenotypesthedieldrin

selection pressurepincreased theproportion ofL

resistantindividuals,untildieldr王n･resistancecIla･

､racferizedthelentirepopulation.A slmilarsitua-

tionexistediふthebed-bugCimeェhemipEeruson

Formosa,wllereDDT-resistance'developedwithin

2yearsinapopulationwhich beforespraying

contained1resistantindividualinevery200;and

evidentlythesamekindofthingoc占urred with

ourhouseflies.

Andsowiththeprovenpre一色Xistenceofresistant

genesincertain王ridividualsofthepopu一ationwe

havethesollrCeOfthatvariat王on王nsusceptibility

uponwIlichselectioncanacttoproduceastrain

with tllenew dlaraCteristicof.resistance. In

insecticide-resistance therefore,100yearsafter

tilepublicationofHTheOriginofSpeciesM,we
haveaperfectexampleoLthetruth ofDarwin′s

mainIlypOthesis.

動拾物の自矧こ見られる変災に倣く自然淘汰が軽の

起政であるというのが･Darwin-の説でありますが,

これをわれわれ人間が線に立つ方向に使って家苗や茂

作物の品種を作り出しています.しかし近年になって

逆にわれわれに有詩なバクテ.)ヤや昆虫において.薬

品に抵抗性のある品種が出来つ､ゝあります.′殺虫剤に

対するイエバエの抵抗性品種は DDTに対して 1946

年にはじめて発見され その後いろいろの塩素化合物

に認められるに至りました.その後,イエカ,ヤプカ,

ハマダラカ, シラミ,ノミ, ナンキンムシの DDT

に対する抵抗性,･羊ダニの･BHC抵抗性, ゴキブリ

の chlordaTle抵抗性などが認められるに至 りまし

た.最近には蛾,ヨコバイ,アプラムシ.甲虫などの

DDT抵抗性,ハダニの parathion抵抗性なども現

われました.

抵抗性晶柾は通常のものと形態的にも生活史や行動

.の上にも,普通の酵素の虫においても.またDDTの

表皮透過性においても変りません.たーゞ DDTを解毒

してDDEとするDDT-dehydrochlorinaseを抵抗性

品種がもっている点が迎っています.BHC,dicldrin,

chlordaneに対する抵抗性は DDT 抵抗性とは違っ

た生理的機構によっているようです･.
DDTで淘汰を続けるとDDT抵抗性のものが生じ

てくるのですが,もしもまったく死亡率が0であるな

らば,､決して抵抗性品位は出来て来ません.後適応は

おこりませんし,Lamarck 説のような迫伝は認めら

れません.抵抗性の迫伝は正統の退伝学に従っていて,

イエバエに見られるDDT抵抗性は大体畔因子迫伝で

あります.̀ショウジョウバエでは抵抗佐近伝子が第 2

染色休上にあることまでわかっています.DDT自身

は突然変異をひきおこしませんが.祇抗性因子をもっ

た個体を選び出します.このことは最近北ナイジエリ

ヤで行われたハマダラカの一種 Anophelesgamblae

の dicldrin抵抗性についての野タは 実験室円の研発

によってよく示されています.殺虫剤抵抗性こそはダ

ウイニズムの正当さを示す完全な例証であります.
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